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研究成果の概要（和文）：難治性の重篤な患者、末期状態の患者などを支える緩和医療のより望

ましいあり方を構築するため、医学・医療を学ぶ者と宗教者が医学教育の場で共に学ぶことを通

じて、両者が実践的に協働できるシステムを研究開発し、滋賀医科大学のカリキュラムで実践す

ることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to establish more desirable way in palliative medicine 

which supports with serious patients or terminal patients a system has been researched 

and developed. Medical course teachers, students, nursing course students and religionist 

study together in the space for medical ethics class. The system has been successfully 

put into practice in the curriculum of Shiga University of Medical Science. 
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１．研究開始当初の背景 
 医学医療者と宗教者が協働して緩和医療
の対象となる患者を支えるシステムはいま
だ確立されず、また医学教育においてそのよ
うなカリキュラムも開発されていない状態
の中、滋賀医科大学では「医の倫理」（医学
科 3・4 回生対象必修科目）で、医学・医療
を学ぶ者と宗教者が医学教育の場で緩和医
療を共に学ぶことから始め、緩和医療におけ
る医学医療者と宗教者の協働体制、カリキュ
ラムの開発、緩和医療現場での体験システム
などを模索的に研究し始めた。 
 
 
２．研究の目的 
 難治性の重篤な患者、末期状態の患者など
を支える緩和医療のより望ましいあり方を
構築するため、医学・医療を学ぶ者と宗教者
が医学教育の場で共に学ぶことを通じて、両
者が実践的に協働できるシステムを研究し、
医学教育のカリキュラムに提供するのが本
研究の目的である。 
 
 
３．研究の方法 
 定期的に開催する研究会で医学・医療を学
ぶ者と宗教者との協同に関する緩和医療の
あり方に関ついての問題を提起・検討・確定
した基本方針をもとに、1.滋賀医科大学で開
講される緩和医療の講義を学生・院生と医学
医療者との協働を志す宗教者との合同講義
として実施、その総括をもとに次年度のカリ
キュラムを作成し実施する。2.その経緯と講
義参加者（学生・院生と宗教者）のアンケー
トに基づく研究発表と論文作成。3.全国各地
で緩和医療を学ぶ宗教者のための講習会を
開催し、上記研究会の成果を還元する。 
 
 
４．研究成果 
  医学医療者と宗教者が協働して緩和医
療の対象となる患者を支えるシステムの理
論を研究し学会誌などに発表した。その研究
に基づき滋賀医科大学でのカリキュラムに
以下の新たな方法を導入し、緩和医療におけ
る新たな展望を切り開いた。 
1. 緩和医療における「チーム医療」の確立

をめざし、医学医療の基礎を学ぶ医学科
1 回生「医学概論 I」と看護学科 1 回生「看
護学原論」の合同講義を実施し、緩和医
療で活躍している宗教者を外部講師とし
て招聘した。 

2. この講義の実践として 1 回生夏休みの
「早期体験学習」を医学科と看護学科の
合同で実施し、また緩和医療病棟での実
習指導を行った。 

3. 専門科目では「医の倫理 III」を医学科 4
回生と看護学科 4 回生の合同講義として
開講し、この講義に全国から緩和医療を
実践している宗教者も参加。それぞれ異
なる視点から緩和医療について具体的な
症例をもとに討議と理解を深めることが
できた。 
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